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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、消費者の多様な選択ルールの背景にある環境倫理的な価値基準が食
品購買行動に与える影響について、環境倫理学、社会心理学などの知見を明示的に取り入れた定量的な分析枠組
みの構築を試み、消費者への情報提供の在り方に示唆を与えることにある。
環境倫理学において論点とされることが多い「世代間衡平問題」「南北開発問題」「自然保護問題」に焦点を当
て、その影響を選択確率モデルとして検討した。世代間衡平問題において受益者不在論に反対する被験者、功利
主義的な将来世代の苦痛最小化に賛成する被験者、南北開発問題について費用最小化問題に反対する被験者は有
機認証表示に対して肯定的評価を与えていることが示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to propose the method of quantifying the 
influence of environmental ethical value standards relaying on the background of various consumer 
choice rules on food purchasing behavior.
Focusing on "intergenerational equity problem", "North-South divide" and "nature conservation 
problem" that are often considered issues in environmental ethics, the influence is examined as a 
select probability model.
The Result of analysis shows that consumers who oppose "the theory of absence of beneficiaries" in 
the intergenerational equilibrium problem, consumers who agree to minimize the pain of future 
generations, consumers who oppose the cost minimization problem on the North-South divide have 
positive perceptions for the organic label.

研究分野： 農業経済学

キーワード： 消費者行動　表明選好法　環境倫理
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は「消費者の多様な食品購買行
動における広告情報の効果に関する計量的
研究」（平成 24～26 年度科学研究費補助金
（若手（B）研究代表者：岩本博幸）におい
て、環境配慮型の生産方法を取り入れた食品
に対する消費者の評価には大きなバラつき
が見られ、情報の提示についても評価を大き
く変化させる消費者層が存在するとの示唆
を得た。また、環境配慮型の生産方法を取り
入れた食品に対する社会的な議論において
は、世代間衡平、南北問題、動物福祉、生態
系保全など環境倫理に関る論点が多い。 
 これまでの消費者選好分析では、評価対象
財の環境属性に対する選好体系を解明する
ことに集中しており、その選好の心理的背景
の課題は今後の課題とされることが多かっ
た。しかし、一方で消費者を対象とする制度
設計の合意形成には、消費者の環境倫理にか
かわる価値基準の情報が重要な知見となり
得る。したがって、本研究課題の解明を通じ
て環境倫理的な価値基準を考慮した定量的
な計測・分析の枠組みを検討することは、学
術的・社会的に極めて重要な意義を持つと考
えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、農畜産物および食品の消

費行動における消費者の多様な選択ルール
の背景にある倫理的な価値基準、その中でも
環境倫理にかかわる価値基準が購買行動に
与える影響について、環境倫理学、社会心理
学などの知見を明示的に取り入れた定量的
な分析枠組みの構築を実証分析を通じて試
み、消費者への食品情報提供の在り方に示唆
を与えることにある。 
 
３．研究の方法 
（１）分析方法 
 消費者の購買行動を示す顕示データは存
在するものの、その消費者が抱く環境倫理に
かかわる価値基準を同時に捉える市場デー
タは存在していない。 
 そこで、本研究では、消費者行動データに
近似するものとして、仮想的な商品属性の消
費 者 評 価 も 可 能 な 選 択 実 験 （ Choice 
Experiment）を調査方法、データの分析方法
に Choice Modelling を採用することとした。
また、環境倫理にかかわる価値基準について
は、環境倫理学および社会心理学の知見をも
とに、質問項目を設計し、選択実験と同時に
アンケートを実施してデータ収集を試みた。 
 
（２）評価対象属性の設定 
本研究では、評価対象財をブロッコリーと

し、回答者が直面する購買状況を日常的に食
べるブロッコリーの購入時に限定した。スー
パー等での実売状況の調査から得られた知
見をもとに評価対象財を構成する属性とし
て、以下の 3点を設定した。 

第 1に、原産地表示を属性として設定した。
回答者に提示した産地属性は、「国産」「米国
産」の 2水準である。これら 2水準は選択肢
固有定数項（ASC：Alternative Specific 
Constant）とした。 
第 2に、環境倫理に関る属性として、有機

農産物認証表示を属性として設定した。「表
示あり」「表示なし」の 2 水準である。アメ
リカの有機農産物認証表示は日本国内にお
いても有機農産物認証として機能すること
から、日本とアメリカそれぞれの認証表示を
回答者に提示することとした。 
第 3 に、1 カット当たりの販売価格を属性

として設定した。98 円、198 円、298 円、398
円の 4水準である。 
 評価対象属性を組み合わせた3パターンの
ブロッコリーのプロファイルに「どれも買わ
ない」を加えた 3つの選択肢を１つのチョイ
ス･セットとした。原産地表示を除く 2 属性
の水準内容が異なる 16 のチョイスセットを
直交計画にしたがって作成し、2 群の回答者
にそれぞれ8回の繰り返し質問として提示し
た。回答者に提示したチョイスセットの例を
図 1に示す。 

 
（３）分析モデル 
 本研究では、分析モデルにランダムパラメ
ー タ ・ ロ ジ ッ ト モ デ ル （ RPL: Random 
Parameters Logit Model）を用いる。通常の
ロジットモデルでは、効用関数の確定効用を
規定する各説明変数のパラメータは一定と
している。RPL モデルでは、回答者により確
定効用が異なることを許容する。したがって、
回答者 iが選択肢 jを選んだときの確定効用
Vjiは、（1）式のようにあらわすことができる。 
Vji＝(βj＋δjzi+σjwji)Xj      （1） 
このとき，βjはｊ番目の選択肢における各属
性の平均パラメータ，ziは本稿では追加情報
を受けたか否かを表す回答者属性，δjは回答
者属性により Vji をシフトさせる平均シフト
パラメータを意味する。回答者間の Vji の違
いは特定の分布にしたがう確率項 wji とその
標準偏差パラメータσj，各属性ベクトル Xj

であらわされる。 
本研究では Vji の形状を最も一般的な線形

とし，原産地表示，有機農産物認証表示，価

図1　チョイスセット例



格の各属性の平均パラメータと回答者によ
る環境倫理に関する価値基準の違いによる
平均シフトパラメータ，標準偏差パラメータ
を計測した。パラメータの推定は Economic 
Software 社の NLOGIT ver.5 を用いた。 
 計測結果より平均値としての評価額は，
（2）式から補償余剰として求められる。 
CS =‐1/βprice(VC‐VN)     （2） 
このとき，βpriceは価格のパラメータ，VC は
基準となる現状での効用，VNは基準から変化
後の効用を表す。 
 
（４）データ 
 選択実験データおよび環境倫理に関する
データは株式会社マクロミルによるインタ
ーネット調査を利用して 2018 年 2 月に収集
した。調査対象者は，東京都，千葉県，埼玉
県，神奈川県に在住の 20 歳以上の男女とし
た。回答者数は 3,054 人，24,432 サンプルを
分析に用いた。 
 
４．研究成果 
（１）2016 年度の成果 
 2016 年度は、主に環境倫理学における倫理
学説，社会心理学における心理構造モデルお
よびその定量的測定に関する研究成果を整
理し、分析モデルの検討を試みた。 
 環境倫理学は領域の広い応用倫理学分野
であるため、これを網羅的に捉え、本研究に
取り込むことは困難である。そこで、本研究
では、環境倫理学において論点とされること
が多い「世代間衡平問題」「南北開発問題」「自
然保護問題」の 3つの領域に注目し、それぞ
れで展開されている代表的な議論について
取り上げることとした。 
 「世代間衡平問題」については「将来がど
のような世界になるかわからないので、現在
の環境に配慮するのは意味がない」とする無
知の観点から論点、「将来世代は生まれたと
きの環境が当たり前なのだから、我々が彼ら
の環境に責任を持つ必要はない」とする受益
者不在論といった消極的な論点を取り上げ
る一方で、「将来世代の苦痛が最小になるよ
う、環境に配慮することに意味はある」とい
った功利主義的なアプローチや「我々には将
来世代が良好な環境のもとで生きる権利を
尊重する義務がある」といった義務論からの
アプローチも取り上げた。 
 「南北開発問題」については「環境破壊的
な経済活動は、補償や賠償が少なくて済む途
上国で行われるべきだ」という功利主義的な
費用最小化論や「途上国には過去の先進国の
ように環境を利用しながら発展する権利が
ある」「温暖化を抑制するために、世界各国
は同じ環境規制を受け入れるべきだ」といっ
た義務論的なアプローチを取り上げた。 
「自然保護問題」については「野生動物の

苦痛が最小になるよう保護すべきだ」といっ
た功利主義的なアプローチ、「野生動物の生
きる権利を尊重すべきである」という義務論

的アプローチのほか「農作物の被害があって
も害獣として野生動物を殺すべきではない」
「生態系を維持するためには野生動物の数
をコントロールすべきである」「知能が高い
と思われる動物は保護すべきだ」といった生
命中心主義あるいは生態系中心主義のアプ
ローチによる論点を取り上げた。また、「動
植物や自然環境は人間が利用するために存
在している」といった宗教的な価値観につい
てもフォローすることとした。 
 
（２）2017 年度の成果 
 2016 年度の成果に基づき、本研究では環境
倫理にかかわる価値基準として、環境倫理学
において論点とされることが多い「世代間衡
平問題」「南北開発問題」「自然保護問題」に
焦点を当て、各論点における消費者の意識・
態度が消費行動に与える影響をランダムパ
ラメータ・ロジットモデルによる選択確率モ
デルとして検討した。 
①RPL モデルによる計測結果 
 ランダムパラメータ・ロジットモデルによ
る計測結果を表 1に示す。 
モデルの当てはまりを示す自由度修正済

みのρ2は 0.489 となり、この種のモデルでは
満足すべき水準となった。 
価格属性については、有意水準 1％で有意

であり、符号は負であった。価格の上昇に伴
って、選択確率が低下することを意味してい
る。 
原産地表示については、国産、米国産に関

する ASC のパラメータが、すべて有意水準 1%
で有意であり、符号は正であった。パラメー
タの大小関係から、回答者の原産地表示に対
する選好順序は、国産、米国産となった。現
実の市場における各原産地の評価を概ね反
映した結果が得られた。また、変動係数
（S.D./M）に着目すると、米国産が国産より
も大きく、消費者の評価にバラつきがあるこ
とが示唆された。 
 有機農産物認証表示については、有意水準
1％で有意であり、符号は正となった。有機
農産物認証表示が付加されたブロッコリー
の選択確率は高まり、消費者に肯定的に評価
されていることを意味している。 
 世代間衡平問題への態度が有機農産物認
証表示の評価に与える影響を平均シフトパ
ラメータとして推定した。「将来世代は生ま
れたときの環境が当たり前なのだから、我々
が彼らの環境に責任を持つ必要はない」とい
う受益者不在論への支持は有意水準 5％で有
意であり、符号は負となった。受益者不在論
を支持する回答者ほど有機農産物認証表示
を否定的に評価していることが示唆された。
一方、アネット・ベイアーが主張するような
功利主義的アプローチである「将来世代の苦
痛が最小になるよう、環境に配慮することに
意味はある」という考え方に賛同する回答者
は有意水準 5％で有意であり、符号は正とな
った。 



 南北開発問題への態度が有機農産物認証
表示の評価に与える影響を平均シフトパラ
メータとして推定した。「環境破壊的な経済
活動は、補償や賠償が少なくて済む途上国で
行われるべきだ」という功利主義的な費用最
小化論への支持は有意水準 5％で有意であり、
符号は負となった。費用最小化論を支持する
回答者ほど有機農産物認証表示を否定的に
評価していることが示唆された。 
②消費者評価額の推計 
 RPL モデルの推定結果をもとに、各属性の
評価額を推計した結果が表 2である。実店舗
での実勢販売価格を参考に、国産ブロッコリ
ー1 カットあたり 298 円と仮定すると、米国
産ブロッコリーは 68 円となった。評価額に
おいても、国産、米国産の選好順序は現状を
反映した結果となったが、国産との相対的な
米国産の評価額の差は現実よりも若干大き
く推計された。 
有機農産物認証表示の評価額は110円とな

った。このことは、有機農産物認証表示が付
加されることにより、ブロッコリーの評価が
高まることを意味している。国産ブロッコリ
ーを 298 円とした場合、単純に有機農産物認
証表示の評価額を加算すると 408 円となる。
300 円台後半から 400 円程度が有機栽培ブロ
ッコリーの実勢価格であることから、概ね妥
当な評価額であると言える。 

環境倫理の価値基準による有機農産物認
証表示評価額への影響は、「将来世代は生ま
れたときの環境が当たり前なのだから、我々
が彼らの環境に責任を持つ必要はない」とい
う受益者不在論への支持が4円減の影響、「環
境破壊的な経済活動は、補償や賠償が少なく
て済む途上国で行われるべきだ」という功利
主義的な費用最小化論への支持は5円減の影
響、「将来世代の苦痛が最小になるよう、環
境に配慮することに意味はある」という考え
方への賛同は6円増の影響を与えることが明
らかとなった。 
 
（３）研究成果の国内外における位置づけお
よび今後の展望 
 本研究の成果から、消費者が環境配慮型商
品を評価する際の心理的背景には、環境倫理
的な価値基準が想定され、その一部は本研究
の分析枠組みで示されるような方法から倫
理学説の中で理解していくことが可能にな
ったと考える。このようなアプローチは農業
経済学および農村社会学では国内外ともに
未見であり、国際的な比較枠組みも提供でき
たものと考える。 
 今後の展望として、分析モデルで想定する
倫理学説をさらに網羅的に精査することで、
本研究で扱うことができなかった評価対象
財に展開、あるいは環境倫理的な消費行動が
普及しつつある欧米社会との国際比較研究
などの蓄積が必要と考える。 
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６．研究組織 
(1)研究代表者 

表1　RPLモデルの計測結果
（A）平均パラメータ（M) Est. S.D./M
アメリカ産 2.12498 *** 1.832351

国産 5.75219 *** 0.372795

有機農産物認証表示 1.35784 *** 1.171346

価格 -0.01553 *** -1.42756

（B）平均シフトパラメータ

将来がどのような世界になるかわからないので、現在
の環境に配慮するのは意味がない -0.01524

将来世代は生まれたときの環境が当たり前なのだか
ら、我々が彼らの環境に責任を持つ必要はない -0.06737 **

将来世代の苦痛が最小になるよう、環境に配慮する
ことに意味はある 0.09049 **

我々には将来世代が良好な環境のもとで生きる権利
を尊重する義務がある -0.00258

環境破壊的な経済活動は、補償や賠償が少なくて
済む途上国で行われるべきだ -0.07132 **

途上国には過去の先進国のように環境を利用しなが
ら発展する権利がある -0.04892

温暖化を抑制するために、世界各国は同じ環境規
制を受け入れるべきだ 0.0101

野生動物の苦痛が最小になるよう保護すべきだ 0.04045

野生動物の生きる権利を尊重すべきである 0.05568

農作物の被害があっても害獣として野生動物を殺す
べきではない 0.01254

生態系を維持するためには野生動物の数をコント
ロールすべきである 0.00362

知能が高いと思われる動物は保護すべきだ 0.05504

動植物や自然環境は人間が利用するために存在し
ている -0.01287

（C)標準偏差パラメータ（S.D.）

アメリカ産 3.89371 ***

国産 2.14439 ***

有機農産物認証表示 1.5905 ***

価格 0.02217 ***

サンプル数 24,432
Maximum Log Likelihood -13693.5
Adjusted ρ2 0.4898
注）***は1％、**は5％水準で有意であることを示す。

表2　消費者評価額

国産ブロッコリー（基準） 298円/カット

米国産ブロッコリー 68円/カット

有機農産物認証表示 110円

注）国産ブロッコリー298円（1カット）としたときの評価
額を推計。
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